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＜あらまし＞ 日本は超高齢社会を迎え、地域在住のプレシニア（おおむね 50～64歳の中高

年層）・シニア（一般的に 65歳以上）に対するフレイル（加齢による心身の衰えの状態）予防

を含む健康寿命の延伸と社会参加の促進が重要課題とされている．特に早期介入と役割創出が

求められる．本研究では、熊本県水俣市を対象地域とし、学習支援枠組みとジェロントロジー

（Gerontology）の学習特性を踏まえた視点を融合し、プレシニア・シニア期の主体的学びと行

動変容を促進する教育プログラムの設計・初期実践を行った． 

＜キーワード＞ 学習支援枠組み, フレイル, インストラクショナルデザイン 

1. はじめに 

日本は超高齢社会を迎え、地域在住プレシ

ニア・シニア（概ね 50歳以上)の健康寿命の
延伸と社会参加の促進が重要課題とされてい

る（厚生労働省，2023 ）． 
本研究では、合田らの学習支援枠組み（合

田ら, 2019; 合田, 2020）とジェロントロジー

を基盤に、プレシニア・シニアの行動変容を

促す教育プログラムを設計・実践した．両理

論を統合することで、自律性・継続性・創造

性を重視し、加齢特性に配慮した学びの場を

構成した．さらに、自己成長循環（SCC）お
よび生涯成長循環（LCC）に基づき、「自己変
容的な学び」を支援した． 
熊本県水俣市での市民教室を初期実践の場

とし、地域参加や役割創出を意図した構成と

した．本稿では、設計プロセス（4.1～4.5）と

初期実践（4.6）に基づく成果と課題を報告す

る． 

2. 先行研究 

2.1. 対象の理解 

フレイル予防に関しては、健康教育介入の

効果を検証した研究や、住民主体の活動支援

プログラムなどが報告されている（上村ほか，

2018, 2019；河合ほか，2021）． 

プレシニアを含む中高年層を対象に、ID理

論に基づく体系的な学習支援の設計・実践を

行った点において、本研究は新奇性を有する． 

2.2. 理論的枠組み 

本プログラムは、合田らの学習支援枠組み

（合田ら，2019；合田，2020）を中核に、ジ

ェロントロジーの視点を取り入れて構成した.

さらに、Gagnéの 9教授事象（Gagné，１985；

Reiser & Dempsey，2013） 、ARCSモデル（Keller， 

1987；鈴木・美馬，2018）成人学習理論（Knowles，

1980； 鈴木，2015）、 自己調整学習理論を併

用した．  

2.3. 本研究の立ち位置 

本研究は、フレイル予防に特化した学習支

援プログラムを構築し、インストラクショナ

ルデザイン（ID）理論を活用して地域特性に

即した教育実践を行った点に新奇性がある． 

3. 研究の目的 

本研究の目的は、上記の理論的枠組みに基

づき、プレシニア・シニアの特性に応じたフ

レイル予防プログラムを設計・実施し、その

効果を検討する． 

4. 研究方法 

4.1. 研究デザイン 

本研究は、量的・質的手法を併用し、アン

ケート、ワークシート、インタビューを通じ

て参加者の意識や行動の変化を分析する．ま

た、形成的評価に基づき設計を改善し、妥当

性を検討した． 

4.2. 対象 

2025 年度第１期市民教室の参加者 11 名の
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うち、研究参加に同意した者を対象とした． 

4.3. プログラムの構成と実施概要 

地域在住のプレシニア・シニアを対象に、

「作業療法士によるリハビリ教室」（全 12回・

各 90分）を 2025年 6月～11月に実施する計

画である．内容は健康寿命の延伸を目的とし、

市民提言の促進や行動変容を支援する講義・

ワーク・対話形式で構成した． 

4.4. データ収集 

本研究では、参加者の属性・意識・学び・

行動変容を多面的に把握するため、以下の４

段階でデータを収集する．①事前調査：アン

ケートで属性情報と意識を確認②授業中：ワ

ークシートに学びや気づきを記録③事後調

査：アンケートで行動変容を把握④半構造化

インタビューで質的データを得る． 

4.5. 形成的評価と改善 

設計初期に、インストラクショナルデザイ

ン（ID）および作業療法（OT）の専門家によ

る形成的評価を実施した．これにより、ワー

ク構成や導入事例の見直し、反復・振り返り

の工夫など見直した．特に、加齢に伴う認知

特性や継続性への配慮を反映し、理解・継続

しやすいプログラム構成へと精緻化した． 

4.6. 初期実践における主な行動変容 

本研究は、プレシニア・シニアに配慮した

フレイル予防プログラムの有効性を示し、地

域活動や認知症支援への参加を通じた役割創

出が SDGs（目標 3・11）にも資することを示

唆する．これは第 2回実施時点の行動変容に

基づく知見であり、概要は表 1に示す. 

 

表 1 2回目までの主な行動変容の概要 

行動反応の 

種類 

該当者

数 

 

概要 

地域活動へ

の参加意向 

３名 自治会活動、体操  

教室などへの関心 

 

家族支援の

実践 

２名 食事・運動に関する

助言を家族に実施 

 

認知症サポ

ーター活動

の再開希望 

２名 地域の認知症支援 

活動との連携を希望 

 

 

5. おわりに（まとめと今後の展望） 

 

本研究では、プレシニア・シニアの行動変

容を促す学習支援プログラムを設計・実践し

た．初期実践において地域参加などの効果が

示唆されたが、対象数が限られており、今後

は継続的検証と支援体制の構築を通じて、地

域に根ざしたモデルの確立を目指す． 
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